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➡

ロ
ビ
ー
ガ
ラ
ス
面
に
は
、
小
川

の
街
並
み
を
背
景
に
心
平
の
詩

➡

生
前
、
心
平
が
営
ん
で
い
た
居

酒
屋
「
火
の
車
」
を
再
現

市立草野心平記念文学館

学
べ
る
ト
ラ
ベ

施
設
は
、「
蛙
か
え
る
の
詩
人
」
と
称

さ
れ
、
い
わ
き
を
代
表
す
る
詩

人
、
文
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る

草
野
心
平
の
功
績
、
作
品
な
ど
を

収
蔵
、
展
示
す
る
。
平
成
十
年
に

心
平
の
没
後
十
年
を
記
念
し
て
設

立
さ
れ
、
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

著
書
、
原
稿
、
書
画
、
遺
品
な
ど

が
主
な
資
料
だ
。

小
玉
ダ
ム
に
近
い
、
小
川
町
の

山
の
上
に
あ
り
、
館
内
ロ
ビ
ー
か

ら
は
心
平
の
愛
し
た
二
ツ
箭
山
と

小
川
地
区
の
街
並
み
が
見
晴
ら
せ

る
。文

化
勲
章
、
数
々
の
文
学
賞
な

ど
を
受
け
、
市
の
名
誉
市
民
に
も

選
ば
れ
た
心
平
だ
が
、
若
い
頃
は

数
々
の
引
っ
越
し
を
繰
り
返
し
、

放
浪
と
貧
困
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら

も
、
詩
人
宮
澤
賢
治
、
高
村
光
太

郎
、
萩
原
朔
太
郎
ら
と
親
交
を
深

め
た
。

自
ら
の
詩
作
だ
け
で
も
膨
大
な

作
品
を
残
し
、
文
通
を
通
し
て
交

流
を
深
め
た
賢
治
の
た
め
、
死
後

に
そ
の
遺
作
を
世
に
広
め
る
べ
く

奔
走
。
賢
治
の
作
品
が
一
般
に
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

心
平
の
功
績
が
大
き
い
と
さ
れ
て

い
る
。

か
つ
て
は
一
万
人
以
上
の
来
場

者
が
訪
れ
た
同
館
だ
が
、
コ
ロ
ナ

08　　　　　　
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➡

企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
会
期
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

心
平
自
身
が
読
み
上
げ
る
詩

の
朗
読
音
声
の
展
示
物
も

館内展示のほか、屋上と周辺にも遊歩道がある

■住　所＝いわき市小川町高萩字下夕道
　　　　　1番地の39
■休館日＝毎週月曜（祝日の場合は翌平日）、
　　　　　年末年始（12/29～1/1）
■開館時間＝9～17時（入館16時30分まで）
■入館料＝一般440円、高・高専・大生330円、
　　　　　小・中生 160円
■電　話＝0246－83－0005

市立草野心平記念文学館データ

いわき再発見シリーズ⓱

知
ら
れ
ざ
る
心
平
の
魅
力

禍
で
令
和
三
年
度
の
利
用
者
数
は

五
千
四
百
人
余
と
半
減
。
現
在
は

回
復
傾
向
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
七

割
程
度
に
は
戻
る
見
通
し
。

平
、
湯
本
、
小
名
浜
、
勿
来
と

い
っ
た
中
心
市
街
区
か
ら
離
れ
た

立
地
。
心
平
に
特
化
し
た
文
学
関

連
施
設
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
不
利

に
対
し
、
利
用
の
幅
を
広
げ
よ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
工
夫
す

る
。今

年
は
心
平
生
誕
百
二
十
周
年

と
併
せ
、
開
館
二
十
五
周
年
を
迎

え
る
同
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特

別
企
画
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
九
月
二
十

四
日
ま
で
、
カ
ラ
フ
ル
な
絵
柄
で

人
気
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
絵
本
作

家
、
宮
西
達
也
氏
の
「
宮
西
達
也

Ｎ
ｅ
ｗ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展
」
を

実
施
中
。

生
前
、
心
平
と
ゆ
か
り
の
あ
っ

た
作
家
、
吉
野
せ
い
の
文
学
賞
表

彰
式
の
ほ
か
、
小
川
地
区
の
成
人

式
会
場
な
ど
、
市
の
文
学
、
国
語

関
連
施
設
と
し
て
の
利
用
、
地
域

住
民
の
集
い
の
場
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
き
た
。

新
潟
県
か
ら
、
市
内
に
転
居
し

た
娘
を
訪
ね
て
き
た
と
い
う
女
性

来
場
者
は
、「
ナ
ビ
の
案
内
で
山

の
中
に
入
っ
て
い
く
の
で
心
配
に

な
り
ま
し
た
が
、
面
白
い
資
料
が

多
く
、
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
」
と
、
企
画
展
会
場
を
じ
っ
く

り
見
て
回
っ
て
い
た
。

市
民
に
と
っ
て
心
平
は
あ
ま
り

に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
か

え
っ
て
そ
の
価
値
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
よ
う
だ
。
作
家
自
身
の
朗
読

音
声
な
ど
、珍
し
い
展
示
を
見
に
、

遠
出
し
て
み
る
の
も
悪
く
な
い
だ

ろ
う
。

（
和
）

2018年度に開催された「宮沢賢治
展－賢治の宇宙 心平の天－」でも展
示された、宮沢賢治の『心象スケッチ
春と修羅（大正13年4月）』。心平愛
蔵の1冊で、貴重な初版本

秘蔵品

■ 本店営業時間AM8:00～PM4:00（年中無休）
https://www.kaneman.net/


